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次の 9 つの課題からひとつを選びレポートを作成せよ。

1.差別はなぜ、どのようなときに倫理学の問題になるのかについて論じてください。その際、「運転免許に
おける年齢制限」「人種を理由とした雇用差別」など複数の例を比較しつつ論じること。
2. NIMBY（Not in My Back Yard) はなぜ倫理学の問題になるのかについて、自分で思いつく例を挙げな
がら、「わがまま」あるいは市民の義務、共和主義などをキーワードに論じてください。
3. J.S. ミル『自由論』第二章「思想および言論の自由について」を読み、その内容をまとめたうえで、その
議論が今日の言論状況のなかでもつ射程と限界について論じてください。
4. 動物の道徳的権利をめぐる倫理学の議論をまとめたうえで、もっとも妥当と思われる立場はどのよ
うなものかを正当化しつつ論じてください。
5. 性格や心理状態についてのエンハンスメントの是非について、「自然な感情」の価値に関する議論を踏
まえたうえで論じてください。
6. 尊厳死と死ぬ権利の関係を整理し、なぜこれが倫理学上の問題になるのかを論じてください。
7. いわゆる「自己責任論」はいかなることを主張しているかについて、責任概念についての学説を踏まえ
たうえで論じてください。
8. 戦争の倫理学において、「戦争においては勝つことがすべて。あらゆることが許される」という見解につ
いていかなる反対論が考えられるか。JAB と JIB を区別した上で、学説を整理し、自分の立場を述べてく
ださい。

その他、授業で扱った倫理学上の問題について、自主的に問いを設定し、それを論ぜよ。この課題を選
ぶ場合、事前に講師に相談することを強く勧める。
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